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様な SNS と web サイトを連動させて効果的な情報発信ができるかを考えて、情報発信やコミュニ
ケーションができる仕組みや流れを設計することも地域におけるディレクターの役割になってい
る。
6. ブランディング
　現在のようなモノが溢れている時代には単体の商品やコンテンツではその価値を表現することは
できず、地域全体としトータルに価値を上げてゆくブランディング的な視点が必要になる。ブラン
ディングに必要な基本的な要素をまとめると以下の 3点が挙げられる。
1、質：クオリティー、センス、アイデンティー、独自性
2、時間：継続性、歴史的文脈、物語性
3、幅：複数の商品に一貫するトータルなイメージ・コンセプト
　地域はどの地域一つとっても他と同じところはなく、その地域固有の風土や環境、街並み、文化、
人、物産があり、長期的に熟成された上質な要素が豊富に存在する。また歴史遺産やお土産、物語、
郷土料理などの時間的な蓄積を感じる要素が存在し、自然や場所、物産などの幅広い要素がある。
つまり地域にはブランディングに必要な要素が潜在的に存在する。それらの地域における質、時間、
幅の各要素を総合して展開することによって、地域のブランディングにつながる可能性がある。
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7. まとめ
　地域でのデザインを制作するメリットは、地域の人たちと緊密なコミュニケーションをとりなが
ら仕事ができることである。またターゲットとなる人たちも身近に存在し、地域の人からの様々な
意見やフィードバックを受け、それをすぐにデザインに反映させることができる。従ってできるだ
け良い結果をもたらすデザインにするためにも、現地での調査やフィールドワーク、ヒアリングを
綿密におこない、地域から多くのフィードバックを得ることが理想である。
　地域でのデザインは、様々な可能性やメリットがあると同時に、地域ならではの難しさも存在す
る。綿密な調査や緊密なコミュニケーションを元に長期的な視野でデザインに取り組むことによっ
て、その地域の可能性を最大化することができると確信している。
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